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 今年の共通テストは，天候にも恵

まれました。３年生にとってはいよ

いよ受験シーズンのスタートとなり

ます。今年から共通テストとなり，

３年生は緊張の中にも，やる気に満

ちた表情をしていました。また今年

はコロナの影響で，先生方による試

験会場での激励はありませんでし

た。前日の共通テスト激励会も各教

室での映像配信によるものとなりま

したが，仲間との一体感と先生方の

熱い激励に大いに盛り上がりました。 

○川口雅幸 進路部長の講評 
 16日，17日に実施された今年が最初の大学入学共通テスト。心配された

天候の乱れもなく，本校生徒たちは無事に受験を終えました。気になる本

校の自己採点結果ですが，文系が667.0点，理系で625.3点の平均点でした。

予想に反して全国平均点が上がる中，文系はそれを上回る大健闘をみせ，

理系も例年どおりの結果をみせました。後は，保護者や担任とよく相談し

て納得のいく出願をしてください。こ

れから3月の末まで2ヶ月間の道のりで

す。諸君それぞれの進路目標の達成へ

向けて前進あるのみです。授業を中心

としてしっかりと個別試験対策をおこ

ない，私立大，中期，後期試験も含め

最後まで頑張りましょう。 

 さあ行くぞ 気合いだ！ 

仙台三高だより 

いざ進め 栄光の架け橋を！ 令和３年度大学入学共通テスト     

１月１６日（土）・１７日（日） 東北大学川内キャンパス会場，東北学院大学土樋キャンパス会場，他 

○渡部敦３学年主任からの激励の言葉 
 56回生の皆さん，はじめて実施された共通テス

ト，大変お疲れさまでした。入学した時から新入

試元年といわれ，受験に関する説明会を何度も実

施しましたね。制度変更など振り回されることも

ありましたが，無事共通テストを終えることがで

き，よかったと思います。さて，これからいよいよ個別試験に臨むことに

なります。まだ一カ月ありますので，体調を崩すことなく第１志望に届く

ようにそれぞれの力を是非発揮してください。保護者も後輩も卒業生も先

生方もTeam三高として皆さんを応援しております。がんばれ，56回生！！ 

※表中の全国平均は大学入試センター中間集計による 

クラスでの激励会の模様です。いざ出陣！

   いつだってチーム三高！！         

教科名  科目名 全国平均 三高生 

国 語  国 語 116.1 142.5  

地 歴 世界史Ｂ 65.8 80.5  

  日本史Ｂ 66.1 75.3  

   地理Ｂ 62.5 65.7  

公 民 現代社会 58.4 82.5  

   倫 理 71.8 84.0  

  政治経済 57.0 66.9  

  倫理政経 69.2 72.7  

数 学 数学ⅠＡ 59.2 68.3  

  数学ⅡＢ 62.9 72.1  

理 科 物理基礎 38.1 43.3  

  化学基礎 25.6 28.5  

  生物基礎 30.1 39.8  

  地学基礎 34.7 40.1  

  物理 62.4 68.3  

  化学 57.6 64.8  

  生物 73.1 87.6  

外国語 筆記 60.4 73.3  

  リスニング 57.3 66.7  



自然科学部化学班  

２／１（月）から世界大会に参加  

    ２月の予定 
         

 

  

 ９日（火） ３年授業最終日 

１２日（金）  １，２年 学年末考査（～１６日） 

       個人写真撮影（～１５日） 

１９日（金） 社会人出前講座（6，7校時）   

２８日（日） 1,2授業・LHR・３年生を送る会・     

       全校集会・同窓会入会式 

 

[３月１日（月）卒業式] 

 「わたしたちはスマホとどう付き合っていくべき

か？」というテーマで，今年も１年生を対象に，図書

ICT部の田中恵太先生から講話がありました。生徒た

ちは大講義室と書道室に分かれて映像を使った講演会

となりました。スマホが必須の現代社会にあって，そ

の付き合い方は，また社会問題にもなっています。三

高生への熱い思いも込められた貴重なお話でした。 

○小笠原美波さんの感想（１年・利府西中出身） 
 今回の講演会で改めてスマホの長時間使用が，さまざ

まなことに影響を及ぼすということが分かりました。脳に対

しても悪影響があり，また他にやらなければならないことが

あるにもかかわらず，スマ

ホがそばにあるだけ，通知

音が鳴るだけでもスマホに

とらわれてしまうことを知り

ました。自分自身の生活と

スマホとの関わりについて

冷静に考え直すことができ

る，よい機会となりました。 

栄光の記録  
～冬も三高生が大活躍！！～  

宮城県第29回全日本中学生高校生管打楽器ソロコンテス

ト南東北大会 

金賞 小島達（吉成中出身） 

【東北大会出場】  

 

宮城県フェンシング選抜選手権大会 

男子個人サーブル１位 山崎誠英（東豊中出身） 

女子個人エペ  ２位 阿部佑美（宮教大附属中出身） 

女子個人エペ  ３位 鈴木萌々花（東華中出身） 

女子個人サーブル４位 浅野純那（南光台中出身） 

 

第６４回日本学生科学賞宮城県審査 

優秀賞 テーマ「黄銅の色調変化の研究」  

    木村昌弘（七北田中出身） 

    二階堂智明（石越中出身） 

    渡邊律（高森中出身） 

    柳内悠吾（宮城野中出身） 

    川勝祐貴（成田中出身） 

優秀賞 テーマ「フトミミズの地上移動の謎に迫る」  

    佐野友哉（河南東中出身） 

    三浦悠大（高崎中出身） 

    白鳥大暉（松陵中出身） 

佳作  テーマ「野外からの新規バクテリオファージの    

    探索」 

    熱海彩帆（南中山中出身） 

    二上麻央（瀬峰中出身） 

   

校内読書感想文コンクール 
最優秀賞 

 阿部 佑美（１年・宮教大附属中出身） 

  タイトル「もの食う人々」 

優秀賞 

 出口 智貴（２年・富谷二中出身） 

  タイトル「誰かの靴を履いてみること」 

 髙橋 由衣（２年・南中山中出身） 

  タイトル「『変身』すること」 

 熊谷 圭祐（２年・折立中出身） 

  タイトル「他人を知り，己を生きる」 

 自然科学部化学班２年生の「黄銅の色調変化の研

究」が，世界中から24の国と地域の代表チームが参加

する台湾最大規模の国際大会 Taiwan International 

Science Fair (TISF)2021に日本代表として選出されま

した。 参加により研究発表の力や国際感覚の伸長を図

ることが目標とされ，ZOOMによるオンラインで2/1～5

までの5日間，参加生徒たちは，英語によるポスター発

表・質疑応答・研究内容を行います。 

○柳内悠吾くんの感想 

（自然科学部・２年・ 

   宮城野中出身）  
 この度私たちはTISF

に参加することが決定し

ました。これを受けて，

私たちは日本語で書いてい

た論文やスライド，発表原稿

をミスのない英語に修正する作業をしています。台湾で開か

れるのに台湾に行けないのは少し複雑な気持ちです。英語

での発表や質疑応答に対応することにとても不安を感じて

いましたが，ＧＬＣや英語科の先生方，東北大の教授，ＯＢ

の先輩の力をお借りすることができ，自分たちの英語の研

究発表に自信がついてきました。ベストを尽くします！！ 

左から：川勝くん，柳内くん， 

木村くん，渡邊くん，二階堂くん     

スマホ使用講習会 
１年 １月２２日(金）LHR  

   おめでとうございました！！          


